


のであることがう, トラクターやスタビラ/ザ ーとな層

で
｀
きず、バ
｀
ックホーr_よリエ石′口宋とて

い
きるださ取り

除さ督力つ屁合とるした(写真-2):ま た′図-2r_

示すように′法長がθ〃r_b達するためルπ市ち作業と

′効急して,3後勧 工とし2笏響その盛土となっん̀ 紗緬

動 と行った(ア貞-3)。 その後′PHの始 よ

り′施工完32通事影拠に種子吹付けと次ルヽ工事とえ3じ

た(写真―″)。 なあ′ホおこと鱗 として図-2に 示す

濯1置に力的 イヾプとぶ熊支した。

ク)現場艶変

b楢進物のカー性及び髪定処理効果をお握する目的て
｀

含ホ量数 ′一熱及緒夕む資′P‖試験等と名つた。勃趨輿
の結果賤表-2に示すとありて1賜合上の准は平灼であ

り′一軸屈犠知食́ PH試験は7喜材李の移9儲本蒟 っ

た。

の 合緒

た 上の外 κは,衣用上の値酬 して約7%の減

少にとどまった。こズには枝周上の徹 光獅

界付迩にあるためとこわ′じ5。

D ―瑠調酪商をさ

7わ れ の一剰冴竹翻戯さは1/。∂θリクと

友用上の殖θ.6θκ%かに対して,約3倍 裁́麦増加が

みう冽した。

C)P″ 直

准子吹付け酬 する///増貶拗d慶するた婉 I駿

7臓鋳今にあtlてPH畿 2行った。曲 土|まPH=

θθとあアノじ力り性であり 7じ 材全にあける表捨土
の植は97ごあつた。施工自後の値 (PH〒 〃～/2,

がう瀾鏡 tヽば
'′
ガなリセメントパイルスの生成ガ進

んで
'ιヽ
るウのとこわ′tる。なあ′進`燃 け|よ施I完

了2亜劉董%負に′子つた,

3あ とがき

盛土法面の%の 目的歓 つた本工事も′∂ケ

月こ経通した現在(澪瓶67年 ″月)では、法面な し

なく′対数6‖口調に生育し, レキ分つ多い枝黒土にあtlて

もヽ冬そ働 と権 すること雛

記できた。吟老御ま′こうしり競肛争r_

洋つて発生する余細土物 理の藷劇

題につしヽて冴充していく力7菊載ある。

表 -2現 場試験 の結果

写 真 ―/施 ェ 前

三 貞 -2屁   合

写真-3 土 翡オ丁ち

試 験 項 目 使用上 (母材 ) 混  合  土 備 考

―軸圧縮試験 (磁 ) 0.58 | . 8 0

7B材 令P H 9.7

合水上し  (%) 26.0 24。 3


